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Abstract

　　　In　order　to　study　the　ground　water　circumsta，nces，electrical　prospecting　was　carried

out　by　means　of　resistlv｛ty　method　at　N6bi　Plain（westem　part　of　Aichi　Prefecture）ボー

　　　As　the　result　of　this。survey，the　outline　of　subsurface5tructures　of　this　area　has

been　made　to　clear　up．The　results　are　as　follows．Jddging　from　resistivity　maps，this

region　can　be　devided　into　three　parts，namely　westem，central　and　eastem　areas。

　　　We、ex玄）1ain　the　details　of　th6m　in　the　foIlowing．

　　　（1）Westem　area－
　　　The　existence　of　the　alternation　of　clay　and　sand　may　be　assumed　in　the　shallow

part，an（1also　the　e丘ect　of　flltration　of　sea　water　in　this　part・

　　　（2）（）entralarea－

　　　It　is　concluded　that　a　gravel　stratum　extends　to　a　conslderable（iepth　from　the　surface．

　　　（3）　Eastern　area－

　　　In　the　shallow　part，th6exsistence　of　a　gravel　stratum，may　be　considered，wぬile

the，、structUre・fthedeeperpartist・bec・mp・sed・faclaystratum（Te鴬iary）・
　　　It　is　di租cult　to　know　the　structuぼeトof　deeper　parts　in　fact　by　this　method・

　　　　　　　　　　　要　　約

　　　　　　　　　　ノ
　昭和28年⑳月下旬から11月末にわたる約1ヵ月間，東

海地区工業用水調査の一環として名古屋市北部および西一

部の愛知県下濃尾平野一帯において電気探査法による調

査を実施した。

　調査は区域内に5測線を設定，各測線上約，1kmごと

に設けた総計88の測点にお“て比抵抗法による調査を行

つた。その測定結果から本地域を次の3区域に分けた。

すなわち葉栗郡木曽川町から一宮市浅野を通り，西春日

井郡味鏡を結ぶ北西から南東に至る線を境としてその南

西方の区域（西部区域），その東方で小牧町から春日井市

大手を経て西春日井郡味鏡に至る線の西側区域（中央区

域）お丞びそΦ東方の東部区域の3区域に分類された。

西部区域においては地下浅所に比較的厚く粘土層が発達

しているものと思われる。中央区域は地表浅所からかな

りの深部まで礫層が発達するものと推定され，また東部

＊物理探査部
綿元所具

o

区域は地下浅所に礫層の発達が考えられるがその下部は

粘土質の第三紀層と思われるものの分布が推定される。

1．緒　　言

　曜和28年10月下旬から！1月末にわたる約1ヵ月間，愛

知県下名古屋市北部および西部にあたる濃尾平野一帯に

I
お
いて電気探査法による調査を実施した。こ＼にその結

果を報告する。

　本調査は東海地区工業用水調査の一環として27年度

に引続き施行したものである。，

　調査実施に際し，名古屋通商産業局・愛知県商工部工

業課を初め，各関係地方事務所・市役所・町村役場等の

一各位から種々便宜葎与えられた5こ》に深く謝意を表す

る次第である。

2．位置および交逼

　今回の調査地は濃尾平野のうち，愛知県西部木曽川と

庄内川とに挟まれた地域であつて，南東部は庄内川をも

つて名古屋市と対し，また北部および西部は木曽川を境
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として岐阜・三重の両県と隣接し，南は伊勢湾に面して

刃’る・本地域嫉その中来部を東海道本線がほ父南北年通一

過し，またこれに並走する名鉄岐阜線があり，．そのほか

名鉄大曽根線も小牧線・犬山線・津島線等が縦横に通じ

ている。また道路もよく発達し，交通は至つて便利で

，ある。

3．地形『および地質

　本調査単域の北方，木曽川の北部に獄標高250～300

mの山嶺がほ重東西’に連なり1これらは南部に移るに従

がい丘陵性の山地となり，木曽川に臨んでいる。また東

部は標高100m内外の丘陵できわめて緩やかに西方に傾

斜・し，その他はほとんど平坦である。本地域を流れる多，

数の小河川は庄内川・日光川・筏川・木曽川等に合しジ

伊勢湾に注ぐ。本調査地域およびその周辺部の地質に関

しては本所蔵田・礒見両技官により調査が行われている。

その概略を記すると，本地域およびその周辺は主としで

，古生層・第三紀層・洪積層・沖積層等からなり，木曽川

北方の山嶺および区域北東部には秩父古生層と推定され

る珪岩・砂岩・粘板岩力㍉その南部および名古屋市東部

・には尾張爽炭層（亜炭・浮石を含む）・猪高層（礫・粘

土）等からなる第三紀層が分布する。また各務ケ原・犬

・山町・小牧町附近一帯にはこれらの古生層・第三紀層を

覆つて洪積層が広く分布する。調査区域の大部分はこれ

らを基盤とする沖積平野である。

4．調査目的および測線

　濃尾平野はわが国中部工業地帯として，製紙・紡績そ

の他数多の工場が集中し，工業の隆盛なことは広く知ら

れた所である。これらの工業用地下水の開発調査の一環

として，本地域の地下構造り概略葎調査し，今後の工業

用水源調査のための資料をうる目的をもつて，電気探査

’法による調査を行つた。

　濃尾平野における調査瞳大垣市およびその周辺地区に

対して昭和27年度事業としてすでに実施されているとこ

ろであつて，今回の調査では測線を次のように設置レ

た（第1図参照）。

　A測線ご木曽川町一江南市一羽黒（！8km，測点且点）

　B測線：起町一一宮市r小牧町一下原（25km，測点

　　　　19点）

　C測線：給父一六角堂丁春日井（30km，測点28点）・

　D測線：比良一甚目寺町一神守町一彌富町（20k卑，

　　　　・測点18点）

　E測線：祖父江町一稲沢町一田楽（20km，測点9点）

5」調査方法

（第7巻　第12号〉

　比抵抗法を実施し，前述の各測線上ほ曵1km間隔に

設けた各測点において，4極法により垂直探査を行つ一

た。電極配置は東西方向とし（若干の例外はあるが）1電

極間隔（a）を2mから2m宛増して100mまで測定し，、

その測定結果を深度坤抵抗曲線図として（第2～6図）「1

に示した。またこれらの比抵抗の水平分布を知るため

に，a＝10，20，40，60，、80，1001hのそれぞれの場合

にっき比抵抗分布図を作成して，第7～12図に示した。

6．調査結果

　今回測定を実施したA・B・C・D・Eの各測線の深

度比抵抗曲線にうき，比抵抗変化の傾向を概観すると，

A測線（第2図）については，比抵抗は測点「1～4」

では電極間隔の小なる場合10～20kΩ一cm．を示し，電極

間隔を増すにしたがつて50～6侮Ω一cmに近づく。すな

わち地下浅所の比抵抗は低く深くなるにしたがい高比抵

抗となる。しかも，その値は東方へ漸訳高くなる傾向が

みられる。「5～11」では概して地表近くが70～！00

kΩ一cm以上の高比抵抗を示し，深くなるにしたがつて

漸次70kΩ一cm以下の比抵抗を示す傾向がある。また，

その東部の「12欝4」で峨所に20～30kαcm程動

低比抵抗を，深度を増すにしたがつて9G～100kΩ一cmの

高比抵抗を示すが，さらに深くなるとほ蛇0～30kΩ・cm

程度の比抵抗に落ち着く傾向がみられる。

　B測線（第3図）については「1～8」の地帯はごく、、

浅所では10kΩ一cm以下の低比抵抗を示すが1深くなる

にしたがい徐々に増加してほ父30kΩ一cmの比挺抗k近

づく。その東の「9ん14」の地帯では西側のものに較べ

て浅所よりかなり急激に上昇して，40～50kΩ一c血の地

，抵抗となり，そ紅以後は電棒間隔を増してもほ蛍一定の

比抵抗値を示レている・特に「12～14」では浅所に高比

抵抗の部分が認められるよまた「1か）19」の地帯は浅所

に30kΩ一cmの比抵抗を，深度を増すにしたがいかなり

急に高比抵抗となり，ほ父aま40m位までに60～100

kΩ一cmの高比抵抗に達するが1、さらに深度を増すと徐

　　　　ノ々に減少して30kΩ一cm程度の低比抵抗を示す。

　E測線（第6図）にっいては・r！～6」では浅所に10・

kΩ・cm以下の低比挺抗を，深度を増すにしたがつて徐

欧に高くなつて2Q～30kΩ一cmに達する。「7」では浅

所で比抵抗上昇してほ父40kΩ一cmの高比抵抗に達し，

以後は深度を増してもほ父一定の比抵抗値を示す。また

　「8ダ9」では浅所で10kΩ一cni内外の比抵抗を示して

いるが，深度を増すにしたがい40kΩ一cm程度の比抵抗，

に達し，なお深くなると減少してほ父30kΩ一cm程度と

なる傾向がみられる。

　　　　　　　ロ　C測線（第4図）についてはr1～8」の地帯は浅所
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墜
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、

第1図東海地区地下氷調F査測線図

にてほ父10k♀一cmの比抵抗を示すが　深くなるにした

がい減少して5～6kαcmになる。さらに深度を増す
と比抵抗は増してほ零7ん10kΩ一cm”に達する。「9～

18」間ではごく浅所（地表下約10m）は比抵抗値は一定

しないが，それ以深では深さに関係なく，ほ父一定の比

抵抗値10～20kαcmをホす。ま摩r！9～23」の地帯で

は浅所に70～100kΩ一cmの高比抵抗を，深度を増すに

したがつて徐凌に減少し，20～30k餅cmの低比抵抗を：

示す。その策方の「24～26」では両隣接地帯と傾向を異

にし，浅所に10～20kΩcmの比抵抗を，深度を増すに

したがいほ父8～王Okαcmの比抵抗に近づく。また「27

～28」ではごく浅所で40～70kΩ一cmの高比抵抗を示す

が，深くなると比抵抗値は急激に減少し，40m以下では

峰父一定の比抵抗値10k詠cmを示す。
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　D測線（第5図）のr1～16」にわたる地帯では地下

浅所にほ父5～10kΩ一cmの比抵抗を示すが，深度を増

す・にしたがつて比抵抗を減じ，30m内外で最低の比抵抗ド

値を，さらに深度を増すと漸次増大する傾向を有する・

その北東部にあたる「17～手8」ではこ紅と異なつた傾向

がみられ，浅所に10kΩ・cm内外の比抵抗を示し，深度を

［増すと徐々に増加してほ父一定の比抵抗値工5～17kΩ一cm

を示す。

　次に本地域における比抵抗の平面的分布をみるに，

a＝10m（第7図）の場合においてはほ父比抵抗30k♀一cm

以上の部が「A2」「B8」「E6」「C、9」より東部に広く

分布し，この地帯中では北東部に向かい漸次高比抵抗

部の分布が認められ，特に「A7」「Ag～Ah」「A、4」

rE－g」等の附近には90kΩ一cm以上の高比抵抗が，また

「C2。～C22」附近では部分的に100kΩ一c血内外の高比

抵抗が分布する。また「A2B8E6C18」以西の地区には

ほ父20kΩ一cm、以下の比較的低比抵抗が分布し「E4」

「E5」「C12」「C13」以南の地帯は10kΩ一cm以下，特

にrD，」以南では5kΩ一cm以下の低比抵抗分布が認め

られる。a＝20m，40m（第8・9図）の場合については

高比抵抗部は漸次比抵抗値が減少するが，その分布状態

にはほ玄類似の傾向が認められる。またa＝60m（第10

図）の場合，「A、」「B7」「E6」．「C、8」「C23」「Bi61
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三等に囲まれた部分に30kΩ・cm以上の比抵抗の分布が認
●
め
ら
れ
， この分布状態はa＝80m，100m（第11・12
図）の場合でも1ほとんど同じ形状が認められるが，そ

の東部に認められた「A、4」　「B、9」等にみられる高恥抵

抗地帯は30kΩ一cm程度の比抵抗値を示す。また「A、」

　lB7」　「E6」　「C18」以西の地区には20kΩ一cm以下の

低比抵抗地帯が分布し，．特にrC、～C7」および「D、3」

，以南には10kΩ一cm以下の低比抵抗帯の分布がみられ

1る。

7．調査結果に対する考察

　今回調査を実施し赴地域の比抵抗分布は第臥～12図に

示した通りであつて，第7歯にっいてみると「B7」を通

るほま北西一南東Φ線を境として，それより北東方に向

・かつて30kΩ一c皿から徐々に高比抵抗を，特にrAg」～

「A1、」「A、4」「Blg」等では浅所で100kΩ一cm．内外・

の高比抵1抗を示す。またこめ線の，南西側では西南方に

絢かい徐々に低比抵抗を呈し「D1・」附近以南の地区獄

5kΩ．cm以下の低比抵抗を示すに至る。この高比抵抗

については，本地域中「A・3」　「B15」　「E8」　「C2・」等

を結ぶ線の東部地帯にみられる礫層φ分布に関係するも

のと思われ，この地帯にばこめような礫層の発達潜考え

られるが，比抵抗分布と深度との関係から遜て， この礫

層は南西方に向かつて比較的緩く傾斜するものと思われ

る。また『rC、，」　「C、，」点の深度比抵抗曲線（第4図）

が電極間隔40m位まではほ父40～60kΩ一cmの高比抵抗

を示し，40即以深で、10kΩ一cm内外の低比抵抗を示すの

は本地域では礫層の下部に粘土および砂に卓越する地層

　（第三紀層）が存在することが認められるので，この点

を考えると「A、2～A、4」「B、、～Blgl「C21～C23」等に

おける深度比抵抗曲線の電極間隔大なる場合に認められ

る低比抵抗！こは第三紀層甲影響が考えられ，その上に比

、抵抗の高い礫層が比較的厚く堆積しているものと思われ

　る。　「A、44　「B、g」附近に分布する100kΩ一cm内外に

及ぶ高比抵筑帯はa＝60m位までは電極間陣を増大して

　も認められるがa＝80mにおいては「A・・」　「B・5」「Eg」

　「C、、」以東は，20～30kΩ一cmの比抵抗を示し，この辺

、の深部には第三紀層の存在が考えられる・またa＝・60・

！80，100mΦ場合の比抵抗分布図をみると，a＝60mに

　おいて　「A、」　「B，」　「E、」　「C20」　「C23」　「Eg」　「B17」

　「B、、」等を通る30kΩ一cm以上の比抵抗値奪示す部分の

　分布状態はa＝80m，100mめ場合にもほ父同様な分

　　布を示しており，この地帯は60m以深においてはほ津

　等比抵抗物質が堆積しているものと考えられるρ本地域

　ヰ1に行われている試錐資料（例えぱ一宮春明における試

　錐，一宮市北東方の東海レー盲ン工業工場構内の試錐，

丹羽郡布袋町および小牧町三ツ淵における簡易水道用試

錐等）によれば，いずれ・も地表下数m附近から厚い砂礫

層の存在が認められており，この一帯は砂礫層の発達し

ている地帯と考えられる。『

　また「A2」　「B7」　「E6」　「C、8」から南西方の地域に

おいては，深度比抵抗曲線はrA、」rB、～B6」のよう

に浅所で10kΩ一cm位の値を示すが深くなるにしたがい、

徐々に比抵抗を増加し5工00mで30kΩ・cmに達するよ

うな型と，　「C1～C8」　「D1～D・5」に示されるように浅

所に高比抵抗で，深度を増すにしたがい比抵抗を減じ」・

さらに深くなるとふた＼び比抵抗を増加するものとの2

っの型が認められるが，現段階ぴとおいてこの資料のみか・

らこの地帯における深部の構造を推定するのは困難であ

一る。海部郡一帯にはかつて愛知県庁により実施された多

くの試錐があるが，その資料によれば，地表近くには粘土

層が相当厚く分布していることが知られており，また本

地帯に得られた比抵抗曲線は，他の部分に比較し一般に

低比抵抗値を有し，かつ南部ほど低値を示していること

が明らかである湖，ζれらの低比抵抗に峠海水浸透の影

響を多分に受けていることは考えられるところである。

8．結　　論

　本地域においては比抵抗法により5測線（88測点）に

おいて垂直探査を実施した。その結果，本地域を3地域　、

に分類．することができる，、

　ずなわち葉栗郡木曽川町南宿・一宮市南小淵・西春日

井郡大蒲新日・味鏡を連ねる北西一南東線を境とする乏

の南西方の区域（西部区域），葉栗郡木曽川町南宿・一宮

，市浅野・西春日，井郡鹿田・大蒲新田・味鏡・春日井市知

多屋敷・大手・’小牧町に挟まれた部分および木曽川南岸

一帯の部分を合わせた（中央区域）と丹羽郡羽黒村八幡

町・小牧時・東春日井郡北外中・春日井市知多屋敷より

東部（東部区域）である。

　西部区域は見掛比抵抗は他の地域に比較して最も低い

比抵抗を示している。地下相当深部は別として本区域に

礫層の発達は考え難く，粘土層の発達ならびに海水滲透

の影響が考えられる。深部では比較的塩分の歩ないこと

が想像されるので，本地帯の採水にあたつては相当深所

のものを考慮する必要があるであろう。

　中央区域はほとんど深度に無関係に40kΩ一cm程度の

二定値を示し，かつ他の地域に較べて比較的高比抵抗を

呈し，禾地域では地表下浅所よりかなりめ深部まで礫層

　が発津するものと推定される。この礫層が帯水層の条件

　を有するとすれば，本区域には豊富な地下水の分布が推

　定されるが，P不透水層はかなり深いものと考えられうの

　で，採水にあたつてはその点大いに考える必要がある。
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　東部区域は浅所は非常な高比抵抗を示すが，深部に向

かい低培抵抗を示す。すなわち浅所には礫層の発達が考

えられ，その下部に粘土質の笙三紀層の分布が推定され

「るので，深所には多量の水層は期待し難い。

　以上本地域における地下構造の概略を推察し得たが2．

今後地下zkを得るためにはさらに物理探査・試錐等を実

施して，採水計画を立てる必要があるものと思う。

　　　　　　　　　　　・（昭和28年10～11月調査）．
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